
［ 資 料 ］

平 成 １ ６ 年 ６ 月 １ ９ 日

摂 南 大 学 土 木 会

４ ０周 年 記 念 事 業 会 計 画 （ 案 ）

１ ． 趣 旨 と 事 業

( 1 9 6 4 )｝摂 南 大 学 土 木 会 は 、 前 身 で あ る 大 阪 高 専 土 木 会 発 足 ｛ 昭 和 ３ ９ 年 ３ 月

か ら 数 え て 、 今 年 で 満 ４ ０ 年 を 迎 え た こ と に な り ま す 。 そ の 間 、 本 会 は 昭 和 ５ ３

1 9 7 8） に は 摂 南 大 学 土 木 会 へ の 移 行 も 図 ら れ 、 会 員 お よ び 関 係 各 位 か ら の年 度 （

ご 支 援 と ご 指 導 を も っ て 、 ま す ま す 発 展 の 一 途 を 辿 っ て い ま す 。 今 後 も 、 会 員 相

互 の 親 睦 を 図 る と 同 時 に 動 静 を 把 握 す る こ と に 努 め 、 会 員 一 丸 と な っ て さ ら な る

発 展 に 向 け て 力 強 い 活 動 を 進 め る 所 存 で す 。

つ き ま し て は 、 摂 南 大 学 土 木 会 発 足 ４ ０ 周 年 と い う 記 念 す べ き 年 に 当 た り 、 会

員 一 人 一 人 が 喜 ん で 参 加 し て 下 さ る よ う な 事 業 を 計 画 し ま し た 。

記

2 0 0 5年 度 総 会 に 併 せ て 実 施 ）１ ） ４ ０ 周 年 記 念 祝 賀 会 の 開 催 （

2 0 0 5年 度 総 会 に 併 せ て 実 施 ）２ ） 記 念 講 演 会 の 開 催 （

2 0 0 4年 度 に 実 施 ： 4面 → 6面 ）３ ） 記 念 会 報 の 発 行 （

C D - R O M化 （ 2004 年 度 に 作 成 → 2 0 0 5年 度 に 配 布 ）４ ） 会 報 の （ ﾊ ﾞ ｯ ｸ ﾅ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ） の

H P） の 開 設 （ 2 0 0 4～ 2 0 0 5年 度 に 実 施 ）５ ） ホ ー ム ペ ー ジ （

６ ） そ の 他



1 5期 生 ］ お よ び 摂 南 大 学 卒 業現 在 の 会 員 数 は 正 会 員 の 大 阪 高 専 卒 業 者 ９ ０ ２ 名 ［

2 5期 生 ］ と 、 準 会 員 の ４ ２ ４ 名 ［ 全 学 年 ］ を 総 計 し て 、 ４ ０ ６ ５生 ２ ７ ３ ９ 名 ［

(2 0 0 4年 6月 1 9日 現 在 )。名 で あ り ま す

２ ． 構 成 員 担 当

相 談 役 平 城 弘 一

実 行 委 員 長 橋 本 梯 造 ［ 総 括 ］

副 委 員 長 坂 本 英 浩 ［ 総 務 ： ］

〃 森 俊 介 ［ 会 報 ： ］

代 表 幹 事 藤 田 孝 志 ［ 企 画 ・ 立 案 ： ］

副 代 表 幹 事 城 野 和 夫 ［ 〃 の 補 助 ： ］

幹 事 頭 井 洋 ［ ］

〃 澤 井 健 二 ［ ］

〃 伊 藤 譲 ［ ］

〃 熊 野 知 司 ［ ］

〃 熊 谷 樹 一 郎 ［ ］

〃 海 老 瀬 潜 一 ［ ］

〃 小 林 和 夫 ［ ］

〃 殿 村 孝 ［ ］

〃 津 田 勉 ［ ］

〃 平 峯 武 志 ［ ］

〃 岡 武 久 ［ ］

〃 鳩 裕 幸 ［ ］

〃 荒 瀬 美 喜 夫 ［ ］

〃 江 原 光 治 ［ ］

〃 田 中 昌 明 ［ ］

〃 石 橋 源 三 ［ ］

〃 新 井 栄 作 ［ ］


